






 

高コレステロール血症をひきおこす重要な因子の 1 つとして,摂取栄養量との関連が古く

から注目されているが,いまだ小児について明確な結論が得られていない。今回,食事中の

コレステロール,脂肪含有量の変化が血清脂質にどのような影響を及ぼすかを検討するた

めに,小児を含む健常者について約 2ヵ月にわたり実験食を投与し,血清脂質の推移を観察

した。 


